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ゲージ理論の非摂動論的性質を探る手段としても D プレーンは有用である。本論文では D プレーンを用いた構成法に
より示される非可換空間のゲージ理論の性質を研究した。











超弦理論には D-brane と呼ばれる拡がったソリトン的な物が存在し、開弦の端はこの D-brane に付着する。両端
が D-brane に付着した関弦は、 D-brane の中だけを運動するので、 D-brane 上の有効場の理論として記述される。
この時、弦の D-brane 方向の振動はベクトル場として、 D-brane と直角方向の振動はスカラー場として現れる。 D嶋
brane が同じ所に何枚か重なっているときには、両端が色々な D-brane に付着したベクトル場が存在し、超対称
Yang-Mills ゲージ理論となる o D-brane 上に 2 階の反対称ゲージ場 B が存在する場合には、開弦の端点の座標は互
いに非可換となり、 D-brane 上の有効場の理論は非可換空間における超対称ゲージ理論 (NCSYM) となるo
3 次元の D3-brane が N枚重なっている場合、 brane 内部の 4 次元ミンコフスキ一時空は、 5 次元の Anti-de­
Sitter 空間 AdSsの境界と見なすことができる。そのため、 4 次元 D-brane 上の 4 種類の超対称性を持つ SU (N) 
ゲージ理論は、 AdSsXSsにおける超重力理論と深いつながりを持っているo これまでも AdSsXSsにおける超重力理
論の古典解を調べることにより、超対称 SU (N) ゲージ理論の非摂動論的振る舞いが調べられている。
この研究では、非可換空間における超対称ゲージ理論の非摂動論的振る舞いを調べるために、反対称テンソル場が
存在する場合の超重力理論の古典解とその周りの揺らぎのスペクトルを解析した。特に、反対称テンソル場がある場
合には、超共形代数 so( 4 ,2 I 4) の最小の表現である doubleton 多重項が、ゲージ自由度として消失しないことを
見いだした。このことは、 NCSYM では U(1)ゲージ場を分離することができないため、 SU (N) ゲージ理論が構
成できないことに対応している o
本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値があるものと認められる。
